
疑
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
三
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
第
一
鷹
　
　
一
〇
Q

厩
究
の
柔

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
三
十
三
回
）

　
　
　
　
第
三
十
四
　
　
窓
（
中
の
中
）

　
も
　
も
　
も
　
　
も
　
セ
　
も
　
も

　
桃
山
時
代
の
綾
き

　
第
二
八
七
圖
は
仙
南
市
大
鎌
入
幡
紳
就
舞
殿
の
花
畠
窓

で
あ
る
。
實
は
窓
こ
い
ふ
よ
り
も
、
花
頭
形
の
孔
こ
い
つ

だ
方
が
い
、
か
も
知
れ
澱
。
理
由
は
舞
殿
ε
石
の
間
ビ
の

間
に
あ
る
建
具
な
し
の
塞
隙
で
あ
惹
か
ら
で
め
る
。
い
ふ

迄
も
な
く
こ
の
建
物
は
紳
魔
建
築
で
あ
る
。
蓬
頭
窓
こ
い

ふ
も
の
は
佛
寺
建
築
に
用
ひ
ら
れ
た
る
窓
で
あ
る
。
し
て

み
る
ビ
元
來
寺
に
あ
る
べ
き
も
の
が
宮
に
あ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
郎
ち
佛
寺
建
築
の
細
部
が
帥
魁
建
築
に
影
響

天

沼

俊

一

し
た
結
果
で
あ
る
こ
ご
が
割
る
で
あ
ら
う
。
敢
て
こ
れ
の

み
で
は
な
い
、
蚊
梁
大
瓶
束
・
木
鼻
・
勾
欄
・
礎
盤
等
、
寺

の
も
の
が
宮
の
方
へ
影
響
し
た
の
は
い
く
ら
も
あ
る
け
れ

ご
も
、
ざ
う
も
こ
れ
は
特
に
目
立
つ
の
で
あ
る
。
さ
う
し

て
こ
の
時
代
に
な
っ
て
く
る
ご
、
こ
の
種
の
窓
が
騨
就
に

も
住
宅
に
も
茶
室
に
も
用
ひ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
建
物
に
は
窓
の
み
で
は
な
い
。
勾
欄
に
も
大
…
鍵
面

吝
い
の
が
あ
る
の
で
、
い
つ
れ
後
に
例
に
瞬
ぐ
つ
も
り
で

あ
る
が
、
何
に
し
ろ
寺
の
要
素
が
頗
る
濃
厚
に
入
り
込
ん

で
み
る
か
ら
、
當
然
こ
い
へ
ば
そ
れ
泡
で
あ
る
が
、
其
黙

（　leo　）



に
於
い
て
大
に
興
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
八
入
鋼
は
大
阪
市
天
王
寺
匿
夕
陽
丘
（
奇
襲
向
－
讐
！

。
訂
）
の
勝
鷺
｛
院
多
寳
塔
の
窓
で
、
内
部
に
盲
連
子
を
入
れ

て
あ
る
が
、
其
枢
の
面
は
い
や
に
角
が
た
っ
て
、
お
そ
ろ

し
く
か
た
苦
し
い
戚
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ご
敏
王

護
牧
畜
金
堂
摯
細
鱗
軸
齢
蕪
）
の
誓
比
較
す
塗

枢
の
性
質
は
殆
ん
ざ
同
じ
こ
ご
が
知
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
｝
饗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涛

　
　
　
　
｝
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
u
7

　
こ
、
で
｝
つ
漸
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ご
が
あ
る
の

は
、
先
づ
江
戸
時
代
迄
肚
寺
の
分
を
最
初
に
掲
げ
、
次
に

住
宕
茶
室
等
の
分
に
及
ぼ
す
や
う
に
し
や
う
か
ご
思
っ
た

が
、
桃
山
時
代
の
分
を
最
初
に
片
付
け
る
方
が
よ
さ
、
う

な
の
で
、
さ
う
す
る
こ
ご
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
芸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅

　
　
　
　
砦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憐

　
第
二
八
九
圖
は
本
涙
本
願
寺
鴻
の
間
上
段
の
問
の
で
あ

る
。
縦
枢
を
鼠
副
直
に
せ
す
に
下
の
方
で
内
を
む
け
、
黒
漆

塗
こ
し
た
上
に
、
美
事
な
毛
彫
を
し
た
飾
金
具
を
打
っ
た

　
　
　
　
日
本
・
古
建
築
研
究
の
桑
（
惜
三
）
　
（
天
沼
）

の
で
、
高
さ
も
幅
さ
も
約
六
尺
五
寸
位
づ
、
あ
り
、
大
き

い
事
も
大
き
い
し
、
立
涙
な
こ
ご
も
立
派
で
あ
る
が
、
形

こ
し
て
は
大
し
て
よ
く
な
い
。

　
尿
の
間
の
横
、
棚
こ
の
境
な
ざ
に
、
此
頃
の
新
七
い
建

物
に
も
こ
の
様
な
窓
を
つ
け
る
が
、
桃
山
時
代
位
か
ら
こ

ん
な
式
を
初
め
π
ら
し
い
ご
思
は
れ
る
の
で
あ
る
○
但
し

現
代
の
は
も
つ
ご
拙
い
形
の
が
多
い
事
勿
論
で
あ
る
。

　
第
二
九
〇
圖
は
京
都
府
葛
野
郡
松
尾
村
西
芳
寺
の
茶
室

湘
南
亭
の
床
の
後
ろ
の
で
、
前
に
彪
い
け
が
お
い
て
あ
り

後
ろ
に
引
蓮
明
～
め
障
子
が
た
て
、
あ
る
。
茶
室
の
榛
な
建

物
柔
そ
っ
く
り
其
ま
、
で
は
、
固
苦
し
す
ぎ
て
拙
い
か
も

知
れ
，
ぬ
が
、
こ
の
位
に
軟
か
く
す
る
ご
、
よ
く
調
和
が
こ

れ
て
み
て
よ
ろ
し
い
Q
こ
れ
は
第
二
九
三
附
ご
殆
ん
ざ
同

U
で
、
．
π
W
か
ざ
の
尖
り
方
が
少
し
足
り
な
い
丈
け
の
こ

ご
で
あ
為
ジ
．

第
二
九
面
音
階
閣
（
翻
意
段
の
間
の
池
に
面
し
た

方
の
で
、
…
横
に
卒
た
い
こ
こ
ろ
へ
唯
事
つ
金
け
つ
け
た
も

　
　
　
　
　
　
第
十
五
谷
　
第
｝
・
號
　
　
一
〇
「

（IOI）



日
本
古
建
築
研
究
の
栗
（
骨
三
）
　
（
天
沼
）

．
第
干
五
巻
．
第
一
號
　

．
「
〇
二

溺
謹
壁
“
鎖

．
繊
轡
織
嬬
蔀

L鳶一 @　　　，

勝闘．
．
磯
．
　
∠

　
．
・
一
一
　
超
越
凋
驚
．

、
カ

蕪
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難
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日
．
千
古
建
築
研
究
の
秦
（
冊
三
）
　
（
天
沼
）

第
十
王
巻
第
｝
號
　

一
〇
三
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日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
冊
子
）

（
天
沼
）

第
十
五

第

一
號

一
〇
四



夙
日
本
古
建
築
研
究
の
梨
（
冊
三
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
第
一
號

〇
五

鎗貢情九†圖’

⑪こ・寺湘南 適齢）

六e・ス沼写
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日
本
古
建
築
研
究
の
栗
（
珊
三
）

（
天
沼
）

P

第
よ
L
五
臓
　
　
第
一
號
　
　
　
．
一
．
○
山
口

》
一
盟
尋

　
｛
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§
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（　107　）

、

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
世
三
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
第
．
一
難
　
　
一
〇
七
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日
．
本
古
建
築
研
究
の
．
栞
（
重
三
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
第
一
號

一
Q
入



（　109　）

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
警
守
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巷
第
一
號

一
〇
九



日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
骨
三
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巷
第
一
號
　
　
二
〇

（一110　）
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・

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
珊
三
）
　
（
天
沼
）

第
甲
五
巻
　
第
一
號
　
　
一
一
一
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日
本
古
建
築
研
究
の
栗
（
珊
三
）
　
（
天
沼
）

第
十
五

第
一
號
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本
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建
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（
冊
一
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十
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第
一
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一
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日
本
古
建
築
硯
究
の
条
（
畳
三
）
　
（
天
沼
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第
十
五
巻
　
第
一
．
號
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日
本
古
建
築
研
究
の
条
（
廿
三
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巷
　
第
一
號
　
　
一
…
五



肩
本
古
建
築
研
究
の
渠
（
二
三
）
　
（
天
沼
）

第
十
五
巻
　
第
一
號

一
一
六

（116）
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日
本
古
建
築
研
究
の
栗
（
骨
三
）
　
（
天
沼
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第
十
五
巷
第
一
號
　
　
＝
七
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一
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島
艶
．
．
、
ド
．

臨
羅
1．y

欝1

　
　
．
拶
獣

（　119　）

日
本
古
建
築
研
究
の
栗
（
骨
三
）
　
（
天
沼
）

第
．
十
五
巻
第
一
號
．
　
＝
九



　
　
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
渠
（
借
三
）
　
（
天
沼
）

の
だ
か
ら
、
勢
ひ
こ
の
様
に
な
っ
て
了
つ
た
の
で
あ
る
。

除
り
つ
ぶ
れ
て
み
る
襟
で
、
形
こ
し
て
は
毒
心
で
き
ぬ
。

こ
れ
は
文
字
に
例
こ
し
て
だ
す
豫
定
の
同
寺
橘
柳
間
、
其

二
階
及
び
同
寺
境
内
幕
荘
（
大
谷
愈
由
師
住
宅
）
の
等
美
同
小
異

で
あ
る
。
爲
其
は
正
面
か
ら
ご
り
度
く
思
っ
た
が
、
場
所

が
な
く
て
こ
れ
な
い
の
で
室
内
か
ら
に
し
た
の
で
、
ま
つ

黒
に
な
っ
た
が
反
て
形
は
は
っ
き
り
し
て
見
え
る
。

岬
其
向
て
左
手
に
も
う
一
つ
寓
っ
て
み
る
が
、
こ
れ
は
た

だ
「
つ
肩
に
茨
が
あ
る
懸
け
で
、
脚
は
爾
…
方
へ
反
り
開
い

て
み
る
ρ
・
あ
ヴ
薫
り
の
形
で
あ
る
が
、
醍
醐
寺
二
尊
書
院

（
叢
讐
の
よ
ケ
形
は
よ
ろ
し
い
や
う
で
あ
る
。

　
次
の
第
二
九
二
圖
も
亦
同
じ
く
飛
雲
閣
三
階
の
で
、
ざ

つ
ご
軍
配
團
扇
の
様
な
輪
廓
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
よ
く
み

ゑ
御
薪
面
所
帥
ち
鴻
の
間
の
そ
れ
（
第
二
八
九
圃
）
高
形
で

あ
り
、
た
や
こ
れ
を
入
れ
る
場
所
の
關
係
上
、
濁
創
的
意

匠
で
も
だ
さ
う
ご
で
も
思
っ
た
の
か
、
こ
ん
な
形
に
し
て

あ
る
の
で
あ
る
。
，

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
｝
號
　
　
＝
一
〇

　
第
二
九
三
圖
は
桂
離
宮
上
段
間
の
で
あ
る
。
既
に
記
し

だ
標
に
茶
室
湘
南
亭
の
こ
殆
ん
ざ
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は

寛
永
年
間
の
だ
さ
う
だ
か
ら
、
理
窟
を
い
．
ふ
ご
江
戸
時
代

に
入
っ
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
機
式
か
ら
い
へ
ば
勿
論
桃

山
で
あ
る
か
ら
、
便
宜
こ
、
へ
入
れ
て
お
い
た
の
で
、
取

合
は
せ
の
都
合
上
で
あ
る
。
上
段
の
間
に
棚
ご
書
院
ビ
を

う
ま
く
並
べ
、
且
つ
多
形
花
嫁
を
つ
け
て
工
合
よ
く
お
さ

ま
り
を
つ
け
て
み
る
こ
こ
ろ
に
注
臼
す
べ
き
で
あ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
の

　
書
院
こ
い
ふ
も
の
は
、
大
概
の
場
合
板
の
下
に
膝
を
入
　
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

れ
る
こ
ご
が
で
き
訟
襟
に
な
っ
て
み
る
か
ら
、
坐
っ
て
書

見
を
す
る
に
随
分
不
便
だ
ら
う
ご
思
は
れ
る
が
、
こ
の
場

合
は
一
枚
の
板
を
雨
方
が
持
煎
り
を
以
て
支
へ
て
る
る
か

ら
、
長
い
机
の
襟
な
有
襟
で
、
膝
が
一
ば
い
そ
の
下
に
い

り
、
至
極
便
利
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
か
う
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
の
に
、
今
で
も
書
院
を
つ
く
る
人
は
、
例
へ
右
し
の

様
に
こ
、
で
書
見
を
せ
ぬ
迄
も
、
な
せ
か
う
し
て
お
か
ぬ

の
か
、
ご
い
つ
も
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
之
れ
は
今
の
こ
こ



ろ
問
題
外
の
こ
ご
で
あ
る
Q

　
大
阪
府
南
河
内
郡
高
鷲
村
大
字
築
島
泉
に
あ
る
吉
村
彦

次
郎
氏
邸
の
桃
山
座
敷
書
院
の
花
頭
を
第
二
九
四
圖
に
だ

し
て
お
い
た
。
先
年
朝
日
新
聞
か
何
か
で
土
間
の
一
部
に

設
け
て
あ
る
召
使
の
室
か
何
か
や
紹
介
さ
れ
て
か
ら
有
名

に
な
り
、
専
門
家
が
大
勢
出
か
け
て
行
っ
て
い
ろ
く
調

べ
て
雑
誌
へ
書
い
た
り
し
た
が
、
吉
村
邸
の
は
實
は
こ
の

　
　
　
　
　
　

花
頭
よ
り
一
再
の
方
が
…
遙
に
立
派
で
、
大
和
吉
野
の
吉
水

干
瓢
官
務
所
の
桃
山
欄
間
よ
り
一
履
手
の
こ
ん
だ
美
事
な

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
れ
他
日
圖
示
す
る
つ
も
り
で
る

る
が
、
之
れ
に
比
べ
る
こ
こ
の
窓
は
大
に
物
足
り
ぬ
。
こ

れ
は
或
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
修
補
し
て
み
る
か
も
知
れ

ぬ
が
、
大
概
よ
さ
、
う
だ
ビ
思
っ
て
の
せ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
桃
山
の
例
十
…
を
利
聾
し
た
が
、
こ
れ
を
簡
約
す

る
ビ
か
う
な
ら
う
、
帥
ち

　
二
代
は
五
感
窓
の
形
（
肩
に
茨
が
一
つ
又
に
二
つ
）
及
狭
間
土
古
鵬
媚
繊
毒
）

　
に
慶
つ
た
の
が
で
き
た
。
時
に
採
光
兼
装
飾
の
孔
に
な

　
　
　
臼
本
古
建
築
研
究
の
柴
（
珊
三
）
（
天
沼
）

つ
た
久
鰍
謙
）
、
細
か
壷
飾
盲
連
子
に
し
た
り
（
雛
、

鐡）

A
枢
は
上
等
に
な
る
ご
黒
漆
塗
に
斎
に
毛
彫
を

し
た
金
銅
鱗
金
具
を
打
つ
た
り
（
蝶
璽
、
い
ろ
一

　
工
風
を
し
た
。
邸
宅
茶
室
等
に
磨
用
も
盛
に
な
り
、
さ

　
う
大
し
て
儀
式
張
ら
澱
時
は
、
爾
方
の
柱
の
問
に
上
権

　
帥
ち
石
頭
の
部
分
丈
け
を
張
り
、
縦
樋
を
略
し
て
お
く

（桂

G
幕
湘
溺
亭
）
。
縦
枢
は
普
逓
外
方
へ
反
ら
せ
る
の
で
あ

　
る
が
、
反
封
に
内
の
方
に
向
ひ
合
は
せ
、
　
一
つ
茨
を
つ

　
け
た
り
し
て
、
全
膿
ざ
し
て
は
特
殊
の
形
を
な
さ
し
め

た
の
も
あ
っ
た
（
西
本
願
寺
鴻
の
聞
雄
飛
婁
下
等
）
。

　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
江
戸
時
代

に
入
る
ε
一
履
種
々
雑
多
の
も
の
が
で
き
て
き
た
し
、
癒

用
の
主
面
も
轟
く
な
り
、
時
に
は
曼
殊
院
の
場
合
の
や
う

に
棚
の
下
方
、
地
袋
ご
並
べ
て
花
頭
型
の
輪
廓
…
を
も
っ
た

籠
ー
ビ
い
ふ
の
も
墾
で
あ
る
が
、
引
込
ん
だ
ビ
こ
ろ
帥

ち
難
所
1
を
つ
く
っ
た
例
等
も
あ
る
位
で
あ
る
。
以
下

實
例
を
暴
げ
て
記
載
を
試
み
る
こ
ど
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
一
號
　
　
　
一
二
［
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日
本
宵
建
築
研
究
の
柴
（
瀞
三
）
　
（
天
沼
）

　
第
二
九
五
・
二
九
六
圖
は
日
光
東
照
宮
陽
明
門
の
花
頭

型
出
入
ロ
ご
窓
ご
で
あ
る
。
一
は
出
入
ロ
だ
か
一
ら
、
面
骨

の
楼
に
閉
ぢ
て
あ
る
戸
を
爾
方
へ
開
い
て
了
ふ
（
勿
論
内
開
）
ご

内
に
何
も
な
く
な
る
の
は
當
然
で
あ
る
が
、
其
輪
廓
は
飾

金
具
を
打
ち
充
分
に
装
飾
が
し
て
あ
る
。
さ
う
し
て
こ
の

襟
に
扉
を
し
め
て
あ
る
時
は
、
其
綿
板
の
面
に
入
れ
て
あ

る
彫
刻
は
極
彩
色
だ
し
、
可
な
り
美
事
で
あ
る
が
、
下
か

ら
は
よ
く
見
え
ぬ
の
で
、
上
暦
へ
昇
っ
て
そ
ば
で
槻
て
戚

心
す
る
よ
り
仕
方
が
な
い
。
惜
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
窓
の
方
は
輪
廓
は
殆
ん
ご
同
じ
で
、
た
や
縦
権
の
下
の

方
を
内
方
に
曲
げ
て
墓
股
の
脚
の
先
の
様
に
し
て
あ
る
丈

け
の
差
で
あ
る
Q
但
し
内
は
格
子
を
入
れ
、
中
央
は
極
彩

色
僧
形
の
鳳
鳳
を
少
し
く
中
高
に
彫
刻
し
だ
の
が
入
れ
て

あ
る
。
勿
論
格
子
の
裏
に
は
板
を
貼
っ
て
あ
る
か
ら
盲
窓

で
あ
る
か
ら
、
、
こ
れ
亦
ほ
ん
の
装
飾
に
役
立
つ
懸
け
の
こ

ご
で
あ
る
。
こ
れ
も
亦
惜
し
い
こ
ご
に
、
下
か
ら
は
さ
う

思
っ
た
ほ
ざ
晴
た
、
な
い
。

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
一
號
　
　
一
ニ
ニ

　
こ
の
二
圖
の
上
の
方
の
形
は
、
第
二
九
九
・
第
三
〇
〇

圖
の
膨
れ
ご
殆
ん
ご
同
じ
で
あ
る
し
、
ま
た
陽
明
門
の
軒

唐
破
風
及
び
唐
門
の
破
風
の
形
ご
、
曲
線
の
意
味
に
於
い

て
は
洵
に
似
通
っ
た
こ
こ
ろ
が
あ
る
。
既
に
扉
の
説
明
の

こ
き
に
綿
板
を
飾
　
つ
て
み
る
牡
丹
唐
草
の
こ
ご
を
か
い
た

が
（
鱗
莚
巻
）
、
あ
れ
高
じ
や
う
に
東
照
宮
の
建
物
を
蓮

じ
て
、
こ
ん
な
風
に
類
似
の
瓢
の
あ
る
事
を
、
少
し
く
注

意
す
る
ご
き
は
、
割
合
に
容
易
に
見
出
し
得
る
こ
ご
、
思

は
れ
る
。

　
次
の
第
二
九
七
圖
は
決
し
て
い
、
形
の
も
の
こ
は
い
へ

な
い
が
、
模
式
の
異
な
る
の
ご
癒
用
の
場
所
が
奇
抜
な
の

ご
で
、
確
か
に
先
人
未
登
ご
い
へ
る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は

東
京
芝
の
徳
川
二
代
蕪
廟
の
う
ち
、
最
南
端
に
少
し
離
れ

て
あ
る
面
角
二
重
の
建
物
な
る
奥
の
院
へ
、
舞
殿
の
横
か

ら
言
霊
す
る
道
の
左
手
に
あ
る
四
脚
門
一
今
は
柵
が
し

て
あ
っ
て
船
用
に
は
し
て
み
な
い
。
面
し
で
き
た
『
東
京

芝
三
縁
山
増
上
寺
境
内
全
圖
』
に
は
願
強
要
置
ざ
か
い
て

（　12L）　）



あ
る
か
ら
、
將
軍
は
こ
の
門
か
ら
出
入
し
た
の
か
も
知
れ

な
い
一
－
の
、
本
柱
ご
拍
柱
ご
の
間
に
あ
る
板
壁
の
内
側

腰
貰
ご
上
貫
こ
の
間
の
廣
い
面
積
の
ご
こ
ろ
へ
、
全
く
装

飾
の
た
め
に
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

　
當
初
は
合
計
四
つ
あ
っ
た
が
、
今
一
つ
ご
れ
て
な
く
な

り
三
つ
残
っ
て
み
る
。
盲
連
子
の
中
央
に
圓
紋
が
つ
い
て

み
る
が
、
其
癖
絞
の
内
の
模
様
が
一
つ
一
つ
異
な
っ
て
み

る
。
内
側
ま
り
向
て
左
手
前
が
梅
、
右
手
前
が
松
、
馨
れ

か
ら
本
柱
の
向
ふ
側
の
松
の
並
び
が
牡
丹
、
梅
の
並
び
で

牡
丹
の
向
ひ
の
が
こ
れ
て
亡
く
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
Q

だ
か
ら
何
が
圖
絞
内
に
あ
っ
た
か
剣
ら
ぬ
が
、
想
像
す
る

ご
恐
ら
く
竹
で
あ
っ
だ
ら
う
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
其
輪
廓
圖
の
如
く
、
い
や
に
下
が
大
き
く
、
中
央
花
頭

の
こ
こ
ろ
が
上
に
尖
っ
て
ゐ
ぬ
か
ら
、
ざ
こ
ご
な
し
に
間

が
抜
け
て
み
る
。
孤
立
の
内
側
の
茨
は
登
達
し
て
凄
き
が

二
つ
に
分
れ
、
下
部
邸
ち
爾
脚
の
先
き
も
亦
左
右
に
分
れ

て
末
端
は
若
葉
に
な
っ
て
み
る
が
、
下
が
大
き
す
ぎ
る
傾

　
　
　
　
掘
本
古
建
築
研
究
の
柴
（
糠
三
）
　
（
天
沼
）

が
あ
る
。
こ
れ
は
無
理
に
本
柱
ご
拍
柱
ご
の
問
に
お
さ
め

や
う
せ
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
挾
間
飾
は
連
子
で
其
中
央
に
圓
絞
を
だ
し
、
其
内
に
は

「
松
」
が
入
れ
て
あ
る
。
既
に
記
し
た
襟
に
其
向
ひ
は
「
梅
」

で
、
松
の
隣
り
が
「
牡
丹
」
で
あ
る
が
、
前
二
者
は
幹
も
枝

も
現
は
し
て
あ
る
の
に
、
第
三
の
も
の
は
満
開
の
花
を
ま

ん
中
に
入
れ
て
あ
る
丈
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
亡
く
な
っ
た

最
後
の
が
「
竹
」
で
あ
る
ご
し
て
、
ご
ん
な
模
様
で
あ
っ
た

か
を
想
像
す
る
ご
、
前
二
者
ご
同
じ
様
に
幹
を
割
合
に
太

く
し
て
そ
れ
に
葉
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
。

　
形
が
い
、
こ
か
拙
い
こ
か
は
別
ビ
し
て
、
耕
頭
窓
と
し

て
こ
の
位
墾
つ
π
、
さ
う
し
て
こ
の
様
壕
所
に
こ
ん
な
風

に
用
ひ
ら
れ
て
る
る
の
は
、
恐
ら
く
澤
山
は
あ
る
ま
い
。

寓
眞
は
三
枚
こ
も
要
意
は
し
た
が
、
た
だ
圓
紋
内
丈
け
が

異
ふ
の
だ
か
ら
、
圖
に
は
一
枚
丈
け
だ
し
て
お
い
た
の
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
第
二
九
入
圖
は
比
叡
山
延
暦
寺
大
講
堂
下
層
四
隅
の
窓

　
　
　
　
　
　
第
十
王
谷
　
第
一
號
　
　
　
｝
一
一
三

（　123　）



　
　
　
　
β
本
古
建
築
研
究
の
桑
（
厨
三
）
　
（
天
沼
）

で
あ
る
。
中
に
は
太
い
格
子
を
入
れ
、
総
て
が
頑
丈
で
あ

り
、
あ
の
堂
に
は
よ
く
似
合
っ
て
み
る
。
但
し
其
輪
廓
は

頗
る
物
足
り
な
い
、
も
う
少
し
何
こ
か
な
り
さ
う
な
も
の

だ
ご
い
ふ
戚
が
す
る
。
唐
榛
が
．
王
で
そ
こ
へ
和
様
の
要
素

を
ご
り
入
れ
、
う
ま
く
や
っ
て
の
け
た
の
だ
か
ら
、
全
騰

ご
し
て
こ
の
花
頭
は
み
る
べ
き
で
、
か
う
や
っ
て
花
頭
丈

け
を
取
回
し
て
み
る
ご
、
上
の
墓
般
ご
共
に
褒
め
ら
れ
な

い
形
を
し
て
み
る
。

　
次
は
第
二
九
九
圖
。
日
光
東
照
宮
石
の
間
側
面
の
で
、

こ
れ
は
西
側
の
を
ご
つ
た
の
で
あ
る
。
其
輪
廓
…
は
陽
門
門

（
第
二
九
五
・
第
二
九
六
圃
）
の
に
殆
ん
高
じ
で
あ
る
こ
ご
は
、
圖
を
比
べ

て
み
れ
ば
誰
人
も
首
肯
す
る
で
あ
ら
う
。
其
輪
廓
…
に
は
精

巧
な
る
幾
何
模
襟
が
ほ
り
つ
β
て
あ
り
、
飾
金
具
も
数
が

多
く
形
も
複
雑
で
、
其
面
に
は
全
艘
に
毛
彫
が
施
し
て
あ

る
ゆ
狡
問
飾
・
1
立
涌
（
日
臨
け
①
一
づ
㍉
9
評
5
）
こ
い
っ
て
も
網
模

標
ご
い
っ
て
も
よ
か
ら
う
が
一
の
中
に
は
一
つ
一
つ
花

を
入
れ
た
も
の
で
、
色
彩
鳳
輪
廓
は
臼
、
飾
金
具
及
立
涌

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
一
號
　
　
　
一
二
四

は
金
、
花
は
緑
ご
青
ご
互
ひ
違
ひ
に
し
て
あ
る
か
ら
、
、
光
・

彩
陸
離
で
、
そ
れ
は
そ
れ
は
影
實
に
美
し
い
の
で
あ
る
。
除

り
狭
間
館
が
立
派
す
ぎ
る
せ
い
か
、
揺
り
き
ゃ
し
ゃ
だ
か

ら
そ
れ
を
保
護
す
る
た
め
で
あ
ら
う
か
，
金
薦
製
の
枠
に

金
綱
を
は
っ
た
も
の
を
上
か
ら
あ
て
、
あ
る
。
立
派
に
す

る
の
も
程
度
問
題
で
、
度
を
遇
す
ε
始
末
に
悪
く
な
る
も

の
で
あ
る
。

　
第
三
〇
〇
圖
は
同
じ
く
東
照
宮
本
地
堂
の
で
あ
る
。
其

灘
亦
陽
開
の
も
の
又
は
鶴
の
一
難
攣
る
。
働

眠
覚
飾
鷹
野
圖
ご
同
じ
で
、
た
だ
立
涌
（
綱
模
彪
）
内
の
花
模

様
が
少
し
簡
軍
に
な
っ
た
丈
け
の
こ
ご
で
あ
る
。
本
地
堂

ご
石
の
問
ビ
で
は
、
窓
に
こ
の
位
の
差
が
あ
っ
て
も
い
＼

次
第
で
あ
る
。

　
第
三
〇
一
・
三
〇
二
圖
は
同
じ
く
日
光
大
渓
院
本
殿
周

圃
の
透
塀
に
つ
い
て
み
る
塾
頭
窓
で
、
鳳
楼
飾
こ
し
て
花

狡
間
が
入
っ
て
み
る
。
前
者
は
普
蓮
の
ご
こ
ろ
だ
が
、
後

者
は
正
面
中
央
唐
門
に
近
い
折
れ
曲
り
の
こ
こ
ろ
の
で
、



・
柱
間
が
狭
い
た
め
、
形
は
随
分
に
墾
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

れ
は
花
筏
ご
見
な
い
で
、
香
狡
間
ご
考
へ
π
方
が
い
、
ご

い
ふ
入
が
あ
る
か
も
知
れ
澱
が
、
さ
う
し
て
も
勿
論
差
支

な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
う
考
へ
る
ご
今
度
は
湖
頭
窓
や
糀
頭
型
出
入
口
は
、

何
も
宋
の
國
等
を
引
合
に
出
さ
な
い
で
も
、
香
狡
間
の
爾

方
の
輪
廓
を
内
方
に
向
け
る
代
り
に
、
雨
肩
の
邊
か
ら
垂

直
に
下
方
に
お
ろ
し
て
了
へ
ば
で
き
る
か
ら
、
さ
う
い
ふ

風
に
し
て
で
き
た
こ
し
た
方
が
、
我
が
建
築
家
の
猫
創
的

意
匠
が
働
い
た
こ
ご
に
な
っ
て
工
合
も
よ
ろ
し
く
な
る
。

敢
で
宋
の
國
ば
か
り
で
は
な
い
、
ナ
ラ
セ
ン
建
築
の
窓
な

ざ
を
ム
止
然
考
へ
な
い
で
も
い
、
こ
ご
に
な
る
。

　
こ
ん
な
事
を
論
じ
て
み
る
ご
長
く
ば
か
り
な
っ
て
い
け

な
い
か
ら
、
更
に
他
日
に
護
る
1
本
誌
に
香
狭
間
の
こ

ご
を
か
く
折
が
あ
っ
た
ら
其
時
、
な
け
れ
ば
ま
だ
い
つ
か

い
、
折
の
あ
っ
た
時
迄
の
ば
す
i
事
に
し
て
、
ご
に
か

く
今
は
花
頭
窓
ご
し
て
考
へ
て
お
く
。

　
　
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
築
（
冊
三
）
　
（
天
沼
）

　
第
三
〇
一
風
の
機
な
形
は
澤
山
あ
る
が
、
第
三
〇
二
圖

の
標
な
の
は
二
つ
き
り
で
あ
る
。
い
く
ら
何
ぼ
何
で
も
其

た
め
特
別
の
金
具
を
つ
く
る
の
は
や
め
に
し
た
の
か
、
或

は
忘
れ
て
み
て
い
ざ
こ
な
っ
て
か
ら
間
に
合
は
ぬ
の
で
や

め
た
の
か
、
其
邊
の
事
は
知
ら
ぬ
が
、
後
者
の
雨
皮
の
飾

金
具
は
、
前
者
に
適
す
る
檬
に
作
っ
た
の
を
其
ま
、
用
ひ

て
あ
る
。
こ
れ
は
東
照
宮
の
擬
な
仁
摩
は
で
き
澱
に
し
て

も
、
三
代
將
軍
の
廟
こ
し
て
は
少
し
く
ぞ
ん
ざ
い
の
様
な

氣
が
す
る
。
尤
も
私
も
態
々
墾
つ
た
花
頭
を
探
し
て
歩
い

た
か
ら
見
付
け
た
の
で
、
た
“
歩
い
て
見
物
し
た
丈
け
で

は
中
々
こ
の
露
な
所
迄
は
わ
か
ら
な
い
、
、
さ
う
思
へ
ば
こ

れ
で
も
い
、
わ
け
で
あ
昏
。

　
第
三
〇
三
新
は
同
じ
く
本
殿
の
で
、
形
は
普
通
だ
が
、

た
“
中
に
入
れ
た
花
狭
間
の
格
子
の
交
叉
黙
に
十
字
形
の

飾
金
具
を
打
ち
、
四
角
な
目
の
う
ち
の
糀
親
機
も
群
青
ご

緑
青
こ
の
彩
色
を
し
た
、
め
、
大
協
綺
麗
に
な
っ
た
丈
け

の
差
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
策
十
五
巻
　
第
一
號
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一
五
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日
本
宵
建
築
研
究
の
楽
（
滑
三
）
　
（
天
浬
）

　
注
意
す
べ
き
は
透
塀
の
兀
頭
も
こ
れ
も
、
狡
問
飾
を
同

一
に
し
た
こ
ご
で
、
意
匠
に
つ
き
た
仕
事
ご
並
置
し
て
は

い
け
な
い
。
苦
心
を
し
て
こ
の
様
に
し
て
連
絡
を
保
た
し

め
た
の
で
、
随
分
考
へ
た
結
果
で
あ
ら
う
。
東
照
宮
の
水

屋
か
ら
陽
明
門
を
通
り
唐
門
を
入
っ
て
拝
殿
の
向
舞
、
夫

れ
か
ら
後
方
へ
か
け
て
の
白
色
の
取
合
は
せ
、
陽
明
門
・

鐘
楼
鼓
楼
・
心
臓
・
本
地
堂
・
石
之
間
本
殿
等
の
花
齢
窓
の

形
等
、
す
べ
て
こ
の
標
な
考
へ
の
下
に
で
き
た
こ
見
ら
れ

る
。
既
に
扉
の
こ
こ
ろ
で
述
べ
た
牡
丹
唐
草
ま
た
さ
う
で

あ
る
。

　
第
三
〇
四
圖
は
長
野
縣
上
伊
那
寒
湿
箕
輪
村
大
字
朋
廣

の
仲
仙
寺
本
堂
の
夫
れ
で
あ
る
Q
其
形
は
決
し
て
よ
く
は

な
い
。
考
へ
す
ぎ
て
鍵
な
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
、
だ
か

ら
こ
れ
は
い
、
方
の
例
ご
し
て
だ
し
た
の
で
は
な
い
。

　
併
し
な
が
ら
騨
鍵
つ
た
ご
こ
ろ
は
、
格
子
を
縦
横
共
三

ご
二
ご
吹
寄
せ
に
し
た
こ
ご
、
、
頂
上
を
下
の
方
へ
憲
き

込
ん
で
そ
こ
を
商
懸
魚
の
、
i
き
取
扱
を
し
て
i
l
多
分
其

　
　
　
　
　
　
策
十
五
巷
　
　
第
二
號
’
　
　
圃
二
山
歯

種
の
懸
魚
か
ら
考
へ
つ
い
た
の
で
あ
ら
う
i
珍
ら
し
く

見
せ
淀
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
の
も
存
在
を
し
て
み
る
こ

い
ふ
こ
ご
を
知
ら
せ
る
た
め
に
圖
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
頂
上
を
下
の
方
へ
曲
げ
て
蕨
手
に
し
た
こ
き
、
そ
こ
に

何
か
つ
け
諏
ご
納
り
が
よ
く
な
い
、
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
つ

っ
つ
い
て
み
る
う
ち
に
、
こ
ん
な
形
が
で
き
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
爾
脚
は
反
り
す
ぎ
て
み
る
が
。
田
舎
の
大
工
の

仕
事
に
し
て
は
考
へ
て
る
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曇

　
前
號
ご
同
じ
く
今
回
も
亦
江
戸
時
代
の
途
申
で
や
め
て

お
く
こ
ご
に
な
っ
た
。
次
点
で
膝
頭
窓
完
結
の
豫
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
年
十
二
月
十
二
日
稿
了
）
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